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Job Training）、また、SDS（Self Development System）などがよく使われて
いる。中でも、上司や先輩が部下や後輩に対して、職務を通じて、職務に必
要な態度・価値観、知識・情報、技術等を指導育成する OJTが有効であっ
た。新人職員は、先輩職員とチームを組んで養育に取り組むことで、スキル
を上げるだけでなく、その意味や意義を身につけ、同時に子どもたちとの関
係性も醸成されてくるのである。
もちろん、職場での業務を離れて行われる Off-JTや自主的な「自己啓発」
である SDSも重要であるが、日々の養育活動により培われる OJTがベース
になって、Off-JTや SDSで学んだことが活かされるのである。
職員の総数が少なく、人勤務も多々見られる小規模施設では、人材育成
の観点から多くの困難を抱えており、本体施設と積極的に交流し研修機会を
設けるなどの工夫が必要である。
（）施設養護
この「新しい社会的養育ビジョン」では、在宅、すなわち親子分離しない
ことを第一に優先し、次に里親を検討し、代替養護が必要な場合には家庭的
養護を検討、そのいずれにもあてはまらないケースで親子分離が必要な場合、
短期的に施設養護を考えるとしている。
しかしながら、現状では社会的養護の多くの部分を施設養護が果たしてき
ているにもかかわらず、こうした提言がなされたことは施設に携わる者は真
摯に受け止める必要があるだろう。何を変えて、何を変えてはならないのか
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を誤れば、その存在価値はなくなるかもしれない。
施設と里親の大きな違いは、規模の大小の違いだけではなく、養育者が勤
務という形態で、複数の大人（職員）が週40時間の勤務として関わっている
か、里親という単独の大人が家族に似た形で関わっているか、ということで
あろう。
「新しい社会的養育ビジョン」では、「家庭における養育環境と同様の養育
環境」を、以下の
項目の機能であるとしている。
①心身ともに安全が確保され、安心して生活できる機能
②継続的で特定的な人間関係による「心の安全基地」としての機能
③生活単位としての生活基盤を提供する機能
④発育および心身の発達を保障する機能
⑤社会化の基盤としての機能
⑥病んだ時の心身の癒しと回復を促進する機能
⑦トラウマ体験や分離・喪失体験からの回復を促進する機能
⑧新たな対象とのアタッチメント形成を促進する機能
⑨発達を促し、生活課題の解決が意図的・計画的に図られる機能
これら
項目を、現存するさまざまな社会資源を活用しながら、具体化し
ていくことが重要として論じている。
これらの項目は、施設養護が目指してきたものではあるが十分に達成でき
ているとは言えないものもあるし、環境的に難しいものもある。今までの施
設養護の考え方のパラダイム転換が必要であることがわかる。
子どもの虐待のみならず、親子分離し施設入所措置ということを「家族の
関係性の崩壊」と捉えた時、こうした子どもたちの受け皿としての役割を担
ってきた施設養護の場は、彼らが失った「関係性の再構築の場」として子ど
もたちとどう向き合うのかを明確にしていかなければならない。
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施設養護の場合、里親などの社会的養護と比べて特定の養育者と子どもと
の間の関係性が弱いことが指摘されているが、そうであるがゆえに実親との
関係性を維持しながら、関係性の再形成がやりやすいのではなかろうか。む
しろ親子関係の再構築に特化すべきである。
そのためには、親子関係が壊れてきたプロセスを明らかにすること、アセ
スメントに重点を置く必要がある。当然そこには、親との協働の課題解決に
向けた支援が必要になってくる。虐待をしてしまう親であっても、一日中虐
待をしているわけではない。虐待をしてはいけないと考える自分もいるので
ある。私たち援助者は、そんな虐待をしてはいけないと考える親に寄り添い、
その人が虐待をしてしまう自分に打ち勝てるよう支援する必要がある。
そういう姿勢で親に寄り添うならば、親は心を開いて自分自身で虐待に至
った経過を聞いてもらいたいと感じるのではなかろうか。同時に、親は自分
自身が抱えている問題についても聞いてほしいと考える。「子育てに関係し
ないことは、今は関係ないでしょう」と切ってしまうのではなく、親が虐待
をしてしまう、せざるを得なかった要因の一つとして丁寧に聞く姿勢を示す
ことで、親とのパートナーシップも生まれてくるのである。ただ、私たちは
万能ではない。社会資源を活用しながら解決の方向性をともに考えていく姿
勢が必要である。
一方、子どもはそれまでのさまざまな親との体験から、疎外感を感じ続け
ており、自己肯定感が持てない、あるいは他者に対する不信感に陥り、それ
が多く問題行動を引き起こすことにつながっている。今の現場の状況は、そ
ういう子どもたちの問題行動に振り回され、次々に起こる問題への対応や処
理に追われている、というところである。
子どもの抱える根本的な問題に目を向け、その解決ないし緩和がなされな
ければ、問題行動の解決にはならないであろう。そして多くの場合が、彼ら
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の生育歴に起因しており、親との関わりの中に、その問題の解決の糸口が見
つかるのである。
幼児グループのキャンプ行事に参加した父親が、慣れない手つきで火おこ
しをしている姿を心配そうに見ていたＡ君（	歳）が、無事に火がおこった
時に、周りにいた子どもたちに「お父ちゃんが火をつけたんやで」と自慢し
ている姿が印象的であった。Ａ君は父親からの身体的虐待を受けていた発達
障害を抱えた子どもであった。
親と施設職員との間に、良好なパートナーシップが築かれて、その親の良
い行動が見られるようになった時、子どもの問題行動が自然に収束に向かい、
施設での生活にも安心感を見出す、といった事例は枚挙にいとまがないほど
である。
過去から繰り返されてきた、施設における養育活動は、年365日24時間、
絶え間なく続く、日々の生活の営みの中にあった。それは日々の衣食住のみ
ならず、何気なく交わされる会話や心づかいなど、小さな日々の出来事の中
に、子どもは安心感や居心地の良さを感じるのである。そして、その感情は
「生まれてきてよかった」という感情となり、「もっと良い生活を送りたい」
と変化し、やがて「こんな大人になりたい」という大人モデルが出来上がり、
自発的に社会的スキルを学んでいき、自立へと進んでいくのである。
しかし、生い立ちに傷つきの感情を持っている子どもたちは、健常な暮ら
しをしてきた子どもたちとは違って「不安感」や「不信感」を内包している。
表面的に安定してきたと感じても、思春期になり、退所後の生活を考えるよ
うになった時、今まで培ってきた施設への「安心感」や、職員との間に醸成
してきた「信頼感」が壊れてしまうことも、たびたび経験する。
時には、粗暴になり、職員に攻撃的になる子どももいる。そんな時に、子
どもたちから、「僕から親を奪ったのは誰や」、「あんたたちが、私から親を
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奪った」という声が聞こえたような気がした。
私たちは子どもたちの幸せを第一にと考えていたつもりであったが、実際
に行っていることが、子どもたちから親を奪ってしまっていることにつなが
っているのではないか。子どもたちの最善の利益の追求は、その時点、つま
り親子分離をした時点では正しい判断であったであろう。しかし、それは緊
急的で一時的な保護をしたに過ぎない。養育とは似て非なるものである。
保護を漫然と続けるならば、結果として親が存在するのに親のいない「孤
児」を生み出すことになってしまうのではなかろうか。子どもの安全を確認
できたところから、養育がスタートしなければならない。それも、子どもだ
けの養育ではなく「親子」の養育をスタートさせねばならない。
親子の関係性を維持・再生することは、子どもと施設職員との間の愛着形
成ということではない。施設職員の役割は、実親と子どもの間で、正しい愛
着形成ができるようにサポートすることである。
このことこそ、今回出された「新しい社会的養育ビジョン」で、大人との
愛着形成に問題があるとされている施設養護のパラダイム転換といえるであ
ろう。
具体的な実親へのサポートとして、入所時点での引き取り時期の設定（保
護者の意向を踏まえて）⇒施設職員（ソーシャルワーカー）との面接⇒ワー
カーとのラポールの形成⇒施設でのボランティア（実習生が子どもと関わるイ
メージで）をしてもらい、自分の子どものみならず、他児との関わりを経験
し、その日の振り返りを行う。また、ケースカンファレンスにも参加しても
らい、どのように自分自身を変えていくのかを、ケースに関わる専門家と一
緒に考えていくことも大切なことである。
同時に、親自身の抱える問題について、子育てに関する悩みだけでなく、
その人が生活する上で抱えている問題も含めて、ワーカーとともに考えるこ
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とができればベストであろう。
重複するが、あくまで問題を解決するのは親自身である。ワーカーは親が
問題を解決・緩和する方向性を一緒に考えることである。そして時には、一
緒に行動することもあるかもしれない。
問題の解決が重要な時もあるが、多くの場合、ともに考えてくれる人がい
ることで、親は今まで経験したことのない、安心感や充足感を持つことがで
きる。
それがあれば、子どもの前でも、今までと違う「良い親」の姿で接するこ
とができるのである。それを見た子どもは、将来的な希望を見出すことがで
きるようになり、将来に向けた課題に取り組むこともできるようになるので
ある。親の安定が子どもの安定へとつながる一例である。
こうした取り組みを通して、児童養護施設や乳児院が親にとって「実家」
のような存在になることが必要なのではないだろうか。
おわりに
今回の「新しい社会的養育ビジョン」では、社会的養護の受け皿として、
①在宅のまま子育て支援を充実、②里親、③小規模児童養護施設、④児童養
護施設、乳児院の順に、措置の優先順位を定めている。これらの社会的養護
の受け皿は、それぞれが特徴を持った施設であり、そこに優劣をつけること
はできない。例えば、パーマネンシー（永続性）という視点で見れば、在宅
措置で子育て支援の充実をすることがベストであろう。
また、代替施設が必要であるということになれば、愛着形成に適している
と考えられている里親や特別養子縁組が優先されるべきであろう。
逆に、現段階では親子分離が適当と考えられても、将来的には家族のもと
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に帰ることが良いと考えられるならば、児童養護施設や乳児院が適当であろ
う。
社会的自立を中心に考えるべきケースであるならば、養育里親（専門里親
を含む）や家庭的養護を実践している小規模施設が良いかもしれない。
それぞれのケースをアセスメントすることで、その対象者（子ども・家族）
の過去や現状、将来的な姿を見通して検討されなければならない。決して、
これらの社会的養護の受け皿を、一列にして優劣をつけることはできないで
あろう。
そして、何よりも社会的養護を必要とする親子が何を望むのかを聞き取る
視点が大切である。児童相談所のソーシャルワーカーだけではなく、社会的
養護に携わるすべての大人が、対象者（子ども・家族）が歩んできた過去を
見つめ、今どういう状況にあるのかを把握し、将来的に何を望んでいるのか
を読み取る力が求められている。
周知のように、現代社会は多様性が特徴である。それぞれのケースが抱え
ている問題・課題も多様化している。そうした中、児童相談所をはじめとす
る社会的養護に携わる人たちは、個々のケースを俯瞰しながら、どの受け皿
が最も適しているかを判断し、それぞれの機関は、その機関が持つ専門性や
特徴を活用し、それに沿った支援を組み立てている。それでこそ、プロの仕
事と言えるのではなかろうか。
一人ひとりの子どもの最善の利益を追求するために、我々がやらなければ
ならないことは多いと言わざるを得ない。
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